
 
 

２０２３年度事業報告 

 

 政府の経済見通し（２０２４年１月２６日）によれば、２０２３年度の経済動向は、コ

ロナ禍の３年間を乗り越え、改善しつつある。３０年ぶりとなる高水準の賃上げや企業の

高い投資意欲など、経済には前向きな動きが見られ、デフレから脱却し、経済の新たなス

テージに移行する千載一遇のチャンスを迎えている。とされている。 

 また、日銀北九州支店による「北九州・京築地区の金融経済概況」（２０２４年３月１日）

では、北九州・京築地区の経済は回復しており、設備投資は高めの水準にあり、能力増強

に向けた前向きな設備投資を行う先が目立つ。また、将来を見据えたデジタル・環境関連

投資のほか、人手不足を背景にした省人化・効率化投資を行う先がみられている。という

見方がなされている。 

 当振興会は２０２３年度も、地域企業等のニーズに対し、適正かつ適確な技術支援を持

続的に行い、技術・技能の高度化に貢献することを使命として、教育研修、材料試験、機

械加工の公益３事業の効率的かつ効果的な運営に努めた。 

本年度の事業収入の概況は、教育研修事業（クレーン関係講習や非破壊検査講習）は、

新型コロナウイルス感染症の影響により２０２０年度は大幅な減収となったが、２０２１

年度以降は順調に回復しており、本年度は１億４，５００万円余の収入となった。材料試

験事業は、鉄鋼関係、コンクリート、プラスチック、フィルムとも１年を通じて好調を保

ち、前年度に引き続き過去最高の収入となった。機械加工事業については、ここ数年件数

は一定ではあるが収入は減少傾向となっている。３事業トータルでは、前年度比で２．７％

（約６５０万円）の増収となった。 

 ２０２３年度の事業ごとの実施状況は、次のとおりである。 

 

１ 教育研修事業 
クレーン関係及び非破壊検査関係の資格等に関する講習会並びに北九州市委託の技術

者研修を実施した。また、他機関への研修室等の提供や、（一社）日本非破壊検査協会九州

支部の事務局としても、技術サロンや講演会開催等を支援した。 
事業収入は、新型コロナウイルス感染症の影響により２０２０年度は大幅に減収したが、

２０２１年度以降は順調に回復しており、本年度は１億４，５００万円余の収入となった。

内訳としては、受講者数は３３４名の増、事業収入は１，１３７万円余の増収となった。 
年度別 
推移表 

２０２１年度 ２０２２年度 ２０２３年度 

受講者数 受講者数 受講者数 金額（千円） 受講者数 金額（千円） 

クレーン関係 2,507 90,401 2,530 90,530 2,804 97,963 

非破壊関係他 1,069 27,761 1,128 28,836 1,188 30,837 

施設貸与収入  9,664  10,040  10,726 

テキスト収入  4,818  4,769  5,996 

合  計 3,576 132,644 3,658 134,175 3,992 145,552 

 
２ 材料試験事業 

製造業や建設業を対象に金属材料・有機材料の引張試験やコンクリートの圧縮試験等の

強度試験を実施した。また、２０２３年度は２０１７年度に取得したＩＳＯ９００１の着

実な実施とともに、内部監査等を通じて職員の意識の向上を図った。 
事業収入は、２０１６年度以降５，０００万円以上を保持しており、本年度も前年度に

引き続き、過去最高の収入となった。 
 
 



年度別 
推移表 

２０２１年度 ２０２２年度 ２０２３年度 

本 数 金額（千円） 本 数 金額（千円） 本 数 金額（千円） 

金 属 17,782 25,248 19,881 27,598 22,044 29,294 

コンクリート 3,742 12,573 2,870 9,538 3,539 10,719 

プラスチック 932 7,734 728 7,154 1,875 7,473 

フィルム 3,611 13,394 4,706 17,445 4,152 15,857 

そ の 他 639 622 561 926 872 1,018 

合 計 26,706 59,571 28,746 62,661 32,482 64,361 

 
３ 機械加工事業 
地域の中小製造業等への技術支援として金属製品の機械加工を実施するとともに、これ

まで培ってきた知識や経験をもとに、技術的な助言・指導を行った。 

 ２０２１年度以降、件数は一定ではあるが収入は減少傾向となっている。本年度は平面研

削盤による収入が前年度比で約２３％の減少となったことが収入減少の主な要因である。 

年度別 
推移表 

２０２１年度 ２０２２年度 ２０２３年度 

件 数 金額（千円） 件 数 金額（千円） 件 数 金額（千円） 

機械加工 849 44,416 852 42,319 862 35,692 
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参考資料 ３事業合計 

事 業 名 
２０２１年度 ２０２２年度 ２０２３年度 

実績（千円） 実績（千円） 予算（千円） 実績（千円） 

教育研修事業 132,644 134,175 128,431 145,552 

材料試験事業 59,571 62,661 55,200 64,361 

機械加工事業 44,416 42,319 36,000 35,692 

合  計 236,631 239,155 219,631 245,605 

 
４ 設備拡充 
  ３事業共通 
   ・データシステム構築（インボイス対応）：９０９万円 

教育研修事業 
   ・教育用天井クレーンの巻上装置インバータ化工事：２，４２０万円 
  機械加工事業 
   ・三井精機製ジグボーラーオーバーホール：８４３万円 
   ・６Ｂ型ジグボーラー：３５５万円 
   ・フォークリフト：１３２万円 
 
５ ＤＸの推進について 
 各課においてＤＸを推進し、申請手続きのデジタル化（ＷＥＢ申請システム）を行った。 
 
６ 行政及び各関係機関、団体との協力 
福岡県及び北九州市等の行政機関、大学、経済団体等が推進する産業技術の開発や交流・

連携等の事業には積極的に参画・協力を行った。 
（１）北九州商工会議所 
（２）公益財団法人 北九州産業学術推進機構 
（３）一般社団法人 日本非破壊検査協会 九州支部 
（４）一般社団法人 北九州中小企業団体連合会 
（５）福岡県立戸畑高等技術専門校 


